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都市内にある河川については、土地利用に重要な影響を及ぼすにもかかわらず、都市計画における河川

の位置づけ及び利活用は今ひとつ明確となっていない。一方で、平成9年の河川法改正により目的に環境

が追加され、さらに河川整備基本方針、河川整備計画が導入され、地域連携の視点を加えながら策定され

ることとなった。河川と流域（都市）の一体化の観点からも、河川整備基本方針等と都市計画マスタープ

ランの相互連携策を検討する必要がある。 
そこで本研究では、河川整備基本方針等と都市計画マスタープランの関係性と計画策定プロセスを明ら

かにし、現況調査や計画立案における効果的な相互連携策を検討する基礎とする。さらに持続的発展可能

な水環境空間を考える上で水環境の評価基準についての相互連携策も検討する。 
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1. はじめに 
 
河川と都市は、相互に作用し影響を及ぼしあっており、

河川で都市を考える場合には、都市（土地利用）との関

係を考えなければ真の解決を得ることはできない。 
都市計画法第6条の2「都市計画区域の整備、開発及び

保全の方針」に基づき、都道府県が「区域区分の有無」

「都市計画の目標」「土地利用、都市施設、市街地開発

事業に関する主要な都市計画の決定方針」（都市計画区

域マスタープラン）を定めるものとされ、それを受け、

都市計画法第18条の2に基づき「市町村の都市計画に関

する基本的な方針」（市町村マスタープラン）を定める

こととされている。これらは、都市の将来像を決定する

重要なものである。本来、都市計画区域内にある全ての

ものについて積極的に言及されるべきであるが、都市内

にある河川については、都市的土地利用に重要な影響を

及ぼすにもかかわらず、都市計画における河川の位置づ

け及び利活用は、今ひとつ明確となっていない。 

その一方で、平成9年の河川法改正により、河川法の

目的に環境が追加され、さらに河川整備基本方針、河川

整備計画の2段階の計画策定が導入されることとなり、

地域連携の視点を加えながら基本方針及び整備計画が策

定されることとなった。その地域連携に関しては、都市

計画が従来から調査し立案してきた都市計画マスタープ

ラン（ここでは、都市計画区域マスープランと市町村マ

スタープランの2種を示すこととし、以後、都市計画MP
とする。）を反映できる可能性を秘めており、河川と流

域（都市）の一体化の観点からも、都市計画MPと河川

整備基本方針・河川整備計画の相互連携策を検討する必

要がある。そこで本研究は、 
①都市計画法制度において河川は、河川法制度において

都市は、どのように位置づけられているのか 

②河川整備基本方針・河川整備計画で都市はどのように

扱われ、位置づけられているのか 
③都市計画MPで河川はどのように扱われ、位置づけら

れているのか 
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・市町村基本構想 

（地方自治体法第２条第４項） 

・国土利用計画（市町村計画） 

（国土利用計画法第４条） 

市町村の建設に関する基本構想 

都 市 計 画 区 域 （ 第 ５ 条 ）

区域区分（第７条）市町村の都市計画に関する基本的な方針（第 18 条の２） 

地 域 地 区 
（第８条） 

・用途地域 

・特別用途地区 

・防火・準防火

地域 

・臨港地区 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

 

都 市 施 設 
（第 11 条） 

・道路等の交通

施設 

・公園・緑地等 

・水道・下水道

等の供給施設

又は処理施設 

・河川、運河そ

の他の水路 

   ・ 

市街地開発
事業 

（第 12 条） 

・土地区画整理

事業 

・市街地再開発

事業 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 

促 進 区 域 
（第 10 条の２） 

・市街地再開発

促進区域 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

    

 

 

 

市街地開発
事業予定区
域 
（第 12 条の２） 

・新住宅市街地

開発事業の予

定区域 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 

地 区 計 画 等
（第 12 条の４）

・地区計画 

・住宅地高度利

用地区計画 

・再開発地区計

画 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

    

（都市計画法）

整備、開発及び保全の方針（第６条の２）

都 市 計 画 基 礎 調 査 （ 第 ６ 条 ）

の3点を明らかにした上で、都市計画MPと河川整備基本

方針・河川整備計画の相互連携策を検討することを目的

とする。また、持続的発展可能な水環境空間を考える上

で、水環境の評価基準と河川の相互連携策を検討する基

礎資料を収集する。 
なお、既存研究として、都市と流域に関するもの(1)や

河川と住民との連携(2)、土地利用と治水との連携に関す

るもの(3)はあるが、都市計画法制度と河川法制度の連携

を主眼にした研究は確認できなかった。また、河川整備

計画に関する研究(4)は確認できたが、河川整備基本方針

等と都市計画の相互連携を扱ったものはみられなかった。 
 
 
2．法的位置づけの整理 

  
 都市計画法制度における河川、河川法制度における都

市の位置づけを確認するため、都市計画法制度及び河川

法制度における都市、河川の位置づけを整理する。 
 
(1) 都市計画法制度における河川の扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-1 都市計画法制度 

  
 都市計画法制度をまとめたものを図-1に、都市計画策

定手続きを図-2に示す。河川に関係するもののうち、土

地利用として「都市計画区域MP」「市町村MP」が、施

設として「都市施設」がある。以後、この3つについて

述べる。なお「都市計画区域MP」は都道府県が主体と

なり、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（法第

6条の2）を示し、「市町村MP」は市町村が主体となり、

市町村の都市計画に関する基本的な方針（法第18条の

2）を示す。都市計画MPの策定に当たっては、都市計画

基礎調査の結果に基づくことと規定されている。都市計

画基礎調査（法第6条）は、都道府県が概ね5年ごとに行

う調査であり、各種都市計画の根拠となる重要な調査と

して位置づけられている。また、都市の健全な発展と整

備のため、都市計画法の第11条に基づき都市施設を定め

ることができるとされている。 
a) 都市計画区域MP 
都市計画区域MPは、区域区分の有無や都市施設の整

備等の主要な都市計画の決定方針を示すものであり、策

定時には「公聴会の開催等住民意見や関係市町村の意見

のほか、公告・縦覧、都市計画審議会での議、大臣同意

等」が必要である（図-2）。区域区分設定における河川

の扱いは、「溢水、湛水、津波、高潮等による災害の発

生のおそれのある土地の区域は原則として市街化区域に

含まないこと」と定められており、河川等の災害危険性

を考慮すべきと位置づけている。都市施設の指定におけ

る河川の基本的考え方は、「積極的に都市計画に定める

ものとし、特に市街化区域内においては道路、公園、下

水道と同様に都市計画決定すべきである」としており、

積極的に河川を都市計画に位置づけることとしている。 
b) 市町村MP 
市町村MPは、都市計画区域MP等の方針に即し、住民

の意見を反映した具体的なまちづくりの将来ビジョンを

定めるものである。市町村MPでは、「各種課題（都市

の防災性の向上等）に対し、都市計画としての対応につ

いての考え方を必要な関係部局と調整を図った上で記述

することも考えられる」との記載があり、計画策定時に

河川部局も含めた関係部局との調整・連携を位置づけて

いる。 
c) 都市施設 

 都市施設（法第11条）として、道路、公園、水道、河

川、運河その他の水路等の必要なものを定めるものとさ

れている。その中で、河川の都市計画の考え方として都

市計画運用指針には、「河川は、治水上の機能に加え、

特に都市部においては様々な動植物が生息する水と緑の

空間、都市住民に潤いと安らぎをもたらすオープンスペ

ース機能、沿岸地域と一体となってうるおいのある美し

い都市景観を形成する機能を有しており、健全で潤いの

ある都市の育成を推進する上で重要な役割を果たすもの

である」とされている。区域区分と治水事業との行政措

置等の方針として、「川及び防災施設は市街地の災害防

止や周辺の土地利用及び他の都市施設に与える影響が大

きいため積極的に都市計画決定し、特に市街化区域では

少なくとも都市計画決定するよう努めること」とされて

いる。 

 
(2) 河川法制度における都市の扱い 

 河川法制度のうち、河川工事等の基本となる河川整備

基本方針（法第 16条）、河川整備計画（法第 16条）の

策定を図-2 に示す。以後、河川整備基本方針、河川整

備計画について述べる。 
a) 河川整備基本方針 
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河川整備基本方針では、「水害発生の状況、水資源の

利用の現状及び開発並びに河川環境の状況を考慮し、総

合的管理が確保できるように定めなければならない」と

されており、長期計画の基本的現況把握として、開発状

況などの都市の情報を考慮すべきと位置づけられている。 
b) 河川整備計画 

河川整備計画では、「①洪水等による災害の発生の防

止・軽減では気象、地形、開発の状況等、②河川の適正

な利用等に関する事項では舟運、漁業、観光等、③河川

環境の整備と保全に関する事項では景観、人と河川との

豊かな触れ合いの確保等について総合的に考慮するこ

と」と定められており、治水・利水・環境の各方針にお

いて都市に関する事項を考慮する必要があると位置づけ

られている。策定時には「河川に関する学識経験者、関

係住民、都道府県知事又は関係する市町村長」の意見を

聴かなくてはならないと定められている。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 都市計画と河川計画の策定の流れ 

  
 
3．都市計画MPにおける河川の位置づけ、河川整

備基本方針等における都市の位置づけの整理 

 
都市計画MPにおける河川の位置づけ、河川整備基本

方針、河川整備計画における都市の位置づけを把握する

ため、地方部と大都市部の河川のうち、ケーススタディ

として以下の河川及び都市を調査対象とし、河川整備の

基本となる「治水、利水、環境」に区分し、関係する記

載を抽出する。 
・大都市部の河川：特定都市河川（特定都市河川浸水被

害対策法に基づく河川）の1級河川のうち3河川：鶴見

川、庄内川、淀川 
・地方部の河川：北陸の主要河川（北陸3県の1級河川及

び2級河川犀川水系（市街地を流れ河川整備計画が策

定されているため））のうち10河川：手取川、梯川、

犀川、黒部川、常願寺川、神通川、庄川、小矢部川、

九頭竜川、北川 
  
(1) 都市計画MPにおける河川の位置づけ 
a)  都市計画区域MP 
①治水 
河川の位置づけは、市街化調整区域において「河川か

らの溢水、内水湛水等の災害の危険性の高い地域におけ

る市街化の抑制」「流域における保水・貯水機能の確

保」等のほか、「避難地・避難経路としての河川敷緑地

の活用」「土地利用規制や開発事業個別の調整池の設

置」等の記載がみられる。浸水の危険性が高い大都市の

河川では、「500㎡以上の雨水浸透阻害行為に対する雨

水貯留浸透施設の設置の義務化」等の具体的な取組みや

「河川・下水道・流域が一体となった総合的な治水対策

の段階的な推進」等の総合治水対策に関する記載がみら

れる。 
②利水 
都市計画区域MPでは、利水に関する記載はみられな

かった。 
③環境 
景観に関する記載はあまりみられないが、「景観構成

系統緑地として位置づけ、郷土景観、ランドマークとし

て保全」や「犀川・浅野川沿いに形成される河岸段丘斜

面緑地の「斜面緑地保全条例」に基づく保全区域の指

定」など、河川を景観構成要素として位置づけ、保全を

図る記載がみられる。親水・河川敷の活用では「水と緑

のネットワーク」に関する記載が大半の都市でみられる。 
b) 市町村MP 
①治水 
河川の位置づけは、「河川整備計画に示される各種施

設の設置推進」「河川改修に合わせた居住環境やまちな

みの整備」等の河川整備や河川改修との連携を示す具体

的な記載がみられる。また、「公共施設や民間施設への

貯留・浸透施設の積極的な配置」「中規模以上の宅地開

発における調整池の設置」「土地利用規制による浸透域

の保全」等の都市側（堤内地）での対策も確認できた。 
②利水 
利水に関する記載はあまりみられないが、「河川、下

水道等の活用による緊急時の消火・生活用水の確保」

「恵まれた名水の保全・活用」等の記載がみられる。 
③環境 
景観では、「うるおいのある景観形成」「親水空間と

しての景観づくり」「河川敷空間の風致地区による自然

※都市計画マニュアルⅡ【都市施設・公園緑地編】供給処理施設・河川（(社)日本都市計画学会）をもとに一部加筆・修正 
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環境の保全」等の河川のみを対象とする記載のほか、

「街並みと一体となった水辺景観の形成」「河川沿線や

周辺の建築物などと調和のとれた良好な都市景観の形

成・誘導」等の周辺も含めた一体的な景観形成を図る記

載もみられる。親水・河川敷の活用では「水と緑のネッ

トワーク」「親水空間の確保・整備」「水辺環境の保

全・創出」「憩いの場の創出」等の記載が大半の都市で

みられる。 
 
(2) 河川整備基本方針・河川整備計画における都市の

位置づけ 
a) 河川整備基本方針 

①治水 

 都市の位置づけは「土地利用計画や都市計画との調

整」が大半を占めるが、具体的な方法（災害の危険性の

高い地域での開発抑制等）に関する記載はみられない。

なお、梯川では「家屋移転等のまちづくりと一体となっ

た治水対策」、大都市の河川では「高規格堤防の整備に

あたっては川と一体となった良好なまちづくり」等の連

携を示す内容もみられる。 
②利水 

 1級河川では、都市との連携が必要な取組みは確認で

きなかったが、2級河川の犀川では「景観面や環境面に

配慮した「景観用水」として街なかの用水の流量確保」

といった記載がみられ、環境への配慮を含めた利水の方

針が示されている。 
③環境 

親水・河川敷の活用では「自然とのふれあい」「環境

学習の場」「地域住民の憩いの場、交流の場」等の記載

がみられる。その他、「地域づくりと連携しながら川づ

くりの推進」「地域づくりに資する川づくりの推進」等

の記載がみられる。 
 b) 河川整備計画 

①治水 

 地方部の河川では、「霞堤の機能維持を考慮した開口

部周辺の土地利用等について関係機関との連絡、調整」

等の河川と周辺の土地利用の特徴を活かした治水対策が

あげられているが、それ以外は河川区域内（堤外地）で

の記載が大半を占めている。大都市部の河川では、「保

水浸透機能・遊水機能等の確保」「浸水想定区域の開発

抑制等適正な土地利用の誘導」「多目的遊水地の活用方

策の検討」等の河川区域外での治水対策も積極的に記載

されている。なお犀川では、「犀川大橋付近の治水対策

は、地域の歴史的文化的な景観を損なうような大規模な

河道改修を行わない方策とする」等の地域性を反映した

記載もみられる。 
②利水 

 都市の位置づけ・連携はほとんどみられないが、一部

で「浄化用水の導水による水質改善を図る「水と緑のネ

ットワーク整備計画」の支援」等の都市との連携を図る

記載もみられる。 
③環境 
 景観については、地方部の河川では「多自然川づくり

の推進」「河川景観の保全」「周辺の山並み景観と調和

した広々とした河川景観の保全」等の自然との調和を意

識した記載が多くみられる。大都市部の河川では、「地

域ニーズ等を把握した良好な景観の維持」「地域や関係

自治体と連携した河川景観の保全」「川とまちが調和し

た河川景観の形成」等の都市との一体的な景観形成を推

進する記載がみられる。親水・河川敷の活用については、

地方部・大都市部ともに「地域ニーズに応じた多様な利

用空間の創造」「都市域におけるコミュニティ拠点の整

備」「流域ツーリズムの推進」等の都市との連携を図る

記載が多くなっている。その他、「まちづくりや地域づ

くりと連携した河川の整備」「地域の活力が引き出され

るような川づくり」等の都市との連携を図る記載がみら

れる。 
 
 
4．都市と河川の計画策定プロセスに関するヒヤリ

ング 

  
 都市と河川の実際の計画策定プロセスを確認するため、

石川県内1級河川である手取川をケーススタディとして

把握した。計画策定プロセスは、都市側として都市計画

区域MP策定の石川県、市町村MP策定の能美市、河川側

として国土交通省、石川県にヒヤリングを行った。その

結果を以下に述べ、それをまとめたものを図-3に示す。 
 
(1) 都市における河川の位置づけ及び連携に関する課

題の整理 

a) 都市計画MP 
①河川の位置づけ 
都市計画区域MPでは、法で定める指針に基づき河川

からの災害の危険性を考慮した市街地の誘導等の位置づ

けがみられるほか、保水・貯留機能の確保や開発事業に

おける調整池の設置等、治水面での位置づけが多くみら

れた。市町村MPでは、河川改修に合わせた居住環境や

まちなみの整備等の具体的な連携の位置づけや、水と緑

のネットワークの形成等の都市の骨格としての位置づけ、

親水空間・憩いの場の創出等の河川の利活用を図る位置

づけ等が広くみられた。都市計画MP策定時には、河川

部門を含む土木部局と調整を行っているとの回答が得ら

れた。 
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②連携に関する課題 
都市計画区域MPでは、浸水などの災害の危険性が高

い地域は市街化を抑制すると位置づけているが、ヒアリ

ング調査から、民間活動等による市街地の拡大が優先さ

れている状況にあり、適切な土地利用の運用を行う必要

がある。 
市町村MPでは、河川改修に併せたまちなみ整備等の

方針を示しているが、ヒアリング調査から、市の担当レ

ベルでは河川に関する事項を与条件と考えており、河川

管理者との連携・調整はほとんど行われていない状況に

あり、策定プロセスにおいて横断的な連携・調整を行う

仕組みが必要である。 
その他連携における課題として、河川整備と都市計画

MPでは計画期間や対象区域が異なるため調整が難航す

ることや、河川管理者が公表する浸水想定区域では市街

地全体が災害危険性の高い地域となる場合があり、市街

化区域の設定には考慮できないといった課題もあげられ

た。 
b) 都市計画基礎調査 

都市計画MP策定の基礎データとなる都市計画基礎調

査についてまとめる。 
①河川の位置づけ 
 基礎調査では、河川を含めた調査を一部実施している

ほか、河川整備基本方針・河川整備計画で利用している

各種データも調査しており、有効活用が期待できる。 

②連携に関する課題 
 基礎調査は概ね5年に1度調査されるため、最新データ

の更新等に利用されるべきであるが、都市計画部局にお

いても有効的に活用されていない状況(5)にあり、他部局

での活用等も考慮した調査内容の改善や活用方法の検討

が必要である。 
 
(2) 河川における都市の位置づけや連携に関する課題

の整理 
a) 河川整備基本方針 

①都市の位置づけ 
河川整備基本方針では、治水面では土地利用計画や都

市計画との調整といった方針が位置づけられているほか、

大都市の河川では高規格堤防の整備と併せたまちづくり

の推進等の連携が位置づけられている。環境面では、地

域性を考慮した景観の保全・整備等の位置づけや、地域

住民の憩いの場・交流の場としての親水・河川敷の活用

等が位置づけられている。 
②連携に関する課題 
 土地利用計画や都市計画との調整が位置づけられてい

るが、ヒアリング調査から河川整備の基本となる基本高

水流量の算定にはあまり影響していない状況にあり、効

率的な河川整備の実現に向け、都市計画による治水対策

を考慮する仕組みが必要であるとともに、土地利用規制

の適切な位置づけ及び運用が必要である。 

図-3 河川整備基本方針・河川整備計画と都市計画MP策定の流れ 
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b) 河川整備計画 

①都市の位置づけ 
 霞堤の開口部の土地利用の調整等のほか、保水浸透機

能・遊水機能等の確保や浸水想定区域の開発抑制等適正

な土地利用の誘導等の河川区域外での治水対策も位置づ

けられている。大都市の河川を中心として地域ニーズの

把握や地域と連携した景観の維持・保全等の都市との連

携を図る位置づけがされているほか、まちづくりや地域

づくりと連携した河川の整備等の位置づけ等が多くみら

れた。策定委員会では、都市に関する学識経験者も含め

た議論が行われたとの回答が得られた。 
②連携に関する課題 
 浸水想定区域の開発抑制等適正な土地利用の誘導や、

地域と連携した景観の維持・保全等の都市と連携した取

組みを記載しているが、その具体的な方法が示されてい

ないため、都市計画MPや景観計画等の都市計画と連

携・調整する必要がある。その他連携における課題とし

て、開発時に設置すべき調整池や貯留施設の設置がされ

ていないことや浸水想定区域での新規開発、都市計画と

河川整備の基本的な考え方の相違等の課題もあげられた。 
 
 
5. 水環境の評価基準についての相互連携策 

 
 これまで都市計画MPと河川整備基本方針等の関係を

確認してきたが、持続的発展可能な水環境空間を考える

上で水環境の評価基準についての相互連携策も検討が必

要である。ここで、河川計画と水環境評価の関係も探る

こととする。 
全国的に実施された河川の水環境評価の手段として、

「自然環境保全基礎踏査（以降、緑の国勢調査）」と

「河川水辺の国勢調査」がある。 
 環境省（開始時は環境庁）のもと実施されている「緑

の国勢調査」は、全国的な自然保護行政を推進するべく、

自然環境保全法に基づき1973年度より実施されている基

礎調査である6）。調査は概ね5年に一度を目安に実施さ

れており、これまでに第7回調査までが執り行われてい

る。10項目以上ある調査項目のうち水環境を継続的に評

価しているものは河川調査のみであり、河川概要、河川

の改変状況、鳥獣保護地域及び保全区域の指定状況、利

用状況などが把握されている。本調査の特徴としては、

各回の調査結果や環境に関する法律・条例などの設置・

改変状況といったわが国における自然環境の認識状況に

応じて、調査対象・項目が変化している点があげられ、

基本的には「地域」「群落」「地理条件」といった生態

系単位でデータが公表されている。 
 一方、国土交通省（開始時は建設省）のもと実施され

ている「河川水辺の国勢調査」は、環境に関する基礎情

報の収集・整備を目的として、1990年より実施されてい

る調査調査である7）。調査は原則5カ年ごとに全国109の
1級河川及び主要な2級河川の水系、国や自治体管理のダ

ム周辺を対象に実施され、調査項目として魚介類などの

6つの生物調査と河道の瀬・淵や水際部の状況を調査す

る河川調査、河川空間の利用者などを調査する河川空間

利用実態調査 があげられる。本調査の特徴としては、5
年間に全対象の調査結果を取りまとめるため、原則とし

て調査方法・項目に変化がなく、経年変化が把握できる

点があげられ、基本的に水系単位でデータが公開されて

いる。 
 両調査に共通する事項としては植物・動物相を最小単

位としている点、利用調査が実施されている点があげら

れるが、「緑の国勢調査」では生態系としての河川を、

「河川水辺の国勢調査」では流域としての河川を生物種

の分布状況より評価している点で異なる。現状において

継続的な河川環境の変化を把握する上では後者が適して

いるとみられる。しかしながら、後背市街地の土地利用

や河川に関わる災害との関係については本調査では示さ

れておらず、今後河川計画を遂行する上で改善が検討さ

れる点であるといえる。 
 
 
6. まとめ 

 

 本研究を通じて得られた知見を下記に総括する。 
①河川法体制度における都市、都市計画法制度における

河川の位置づけを確認し、河川整備基本方針・河川整備

計画から、堤内地への言及や都市計画と関連する内容を

抽出した。その結果、河川整備基本方針では、都市につ

いて具体的な記載はほとんどなかった。 
②河川と都市の計画立案レビューに加え、石川県の主要

河川の河川整備基本方針、河川整備計画と都市計画区域

を有する県及び市の都市計画MPを把握し、計画策定プ

ロセス上の課題を抽出した。その結果、まず、河川整備

基本方針・河川整備計画と都市計画MPの策定プロセス

の明確化を行った。計画策定時の河川・都市の意見調整

は事務局レベルで実施し、河川・都市相互に方針論は共

有していたが、計画策定に際しそれぞれの専門技術者が

入っていなかった。その背景には、河川整備と都市計画

の計画期間や対象区域の不整合による調整の難航があっ

た。また、浸水想定区域と都市計画の土地利用の規制誘

導がリンクしていないため、市街地の規制・誘導におけ

る現状の浸水想定区域の反映が困難であることも指摘さ

れた。これは、流域全体を検討調整することができる人

材や組織の不在とも考えられ、流域全体をコーディネト

できる「流域コーディネーター」の存在が必要でもある

と考えられる。 
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③都市と河川の計画策定プロセスにおいて、都市側は都

市計画区域MP、市町村MPにおいて、河川整備基本方針、

河川整備計画を受けた記載や総合治水を考慮した記載が

増加しているが、具体的な対策等は未記載であった。河

川は都市を味付けるもので、本来は積極的連携が必要で

あるにもかかわらず、河川の計画は規定計画（与条件）

として受けるだけであった。しかし、河川への直接流出

に大きく影響する都市開発事業行政（新市街地開発を目

的とした土地区画整理事業や開発行為など）と河川は積

極的に調整していた。河川側（河川整備基本方針･河川

整備計画）は、基本高水流量の算出には流出係数として

土地利用を考慮し、都市計画MPの将来土地利用は必要

に応じて考慮していた。 
④計画期間と区域の不整合がある。都市は概ね20年後の

都市の姿を想定し、河川は確率規模の考えで100～200年
に1度発生する降雨に対応する想定であり、計画規模

（期間）に対する考え方に大きな違いがあった。また、

計画区域に不整合があり、河川計画は水系（源から河口

まで：都道府県、市町村跨ぎ）で考え、その計画は河川

整備基本方針、河川整備計画に担保され、国もしくは都

道府県が策定する。それに対し都市計画は、都市計画区

域MPは都道府県が策定し、都市計画区域は、1市町村の

ものもあれば、市町村跨ぎのものもある。市町村MPは
市町村が策定し、区域は市町村内である。このように、

そもそも計画期間や対象区域の不整合により河川と都市

の調整が難航している。なお、技術者の観点では、都市

計画技術者は、都道府県や市町村にいるが、河川管理の

直轄河川事務所等にはおらず、河川技術者は、国や都道

府県にはいるが、市区町村にはいない等、技術者の存在

の有無の違いもある。 
⑤河川の水環境評価の手段として「緑の国勢調査」と

「河川水辺の国勢調査」があり、自然環境保全法に基

づく「緑の国勢調査」では、河川調査が該当した。本

調査は、わが国における自然環境の認識状況に応じて、

調査対象・項目が変化していることが特徴としてあげ

られた。「河川水辺の国勢調査」では、河川調査、河

川空間の利用者などを調査する河川空間利用実態調査 

が実施され、実施期間全体を通じて原則調査方法・項

目に変化がないことが特徴としてあげられた。両調査

ともに植物・動物相が最小単位とするが、「緑の国勢

調査」では生態系としての河川を評価しているのに対

し、「河川水辺の国勢調査」では流域としての河川を

生物種の分布状況より評価していることが示された。 
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